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はじめに

昭和48年度から実施される改正指導要項（化学１．ｍの大綱的最終案とみなされる内容が
発表された。

これによると，化学Ｉ．Ⅱの目標は，次の３項目，すなわち

（１）自然の事物，現象の中に化学的な立場から問題をみいだし，観察を実験を行い，情報を
集め，推論し仮説をたて，検証を行うなどにより，科学の方法を習得させ，創造的な能力
を育てる。

（２）探究の課程を通して化学的な事物，現象に関する基本的概念や原理・法則を系統的に理

解させ，これらを活用する能力を伸ばし，自然のしくみや働きを分析的ならびに統合的に
考察する能力と態度を養う。

（３）自然の事物，現象に対する科学的な見方や考え方を通して科学的な自然観を育て，ま

た，化学が人類の福祉向上に役立つことを認識させる。となっている。

ただし，化学Ⅱの目標(2)では，太字部の，系統的にさせ……が系統的な理解を深め……
と異っている点が注目される。

すなわち，目標(1)では，探究的学習での科学の方法論を，(2)では，化学の教材構造化

を，(3)では，化学教育の学習的立場と人間生活との関連を示しているとみられよう。

ここで，化学Ｉ．Ⅱの項目内容を一読すると，目標(1)(2)(3)をふまえての探究的学習が重視さ

れ，内容的には教材の精選と系統化をうちだし，従来の化学と比較して，粒子』性とエネルギ

ー，これに物質の構成（構造）面もとりあげられていることが特色といえよう。

このことは，改正指導要領の化学Ｉ．Ⅱの内容の取扱いでの共通的３項目，すなわち，

（１）内容を構成するに当っては，とくに物質の構成，化学反応とエネルギーなどの基本的な
事項を理解させるようにする。

（２）化学的に探究する過程において，とくに観察，推論，仮説の設定，実験の計画，実験に
よる検証，データの解釈，モデルの形成，操作的定義など，科学の方法を習得させるよう
にする。

（３）同観察や実験は特定の事項にかたよることなく，できるだけ，内容の全域にわたるよう

にし，この中には定量的な実験を含めるようにする……。

と，なっている。

ただし，化学Ⅱでは，化学Ｉの項目の(1)のうち，太字部の物質の構成が物質の構造と性質，
また，理解させ……が，理解を深めると異っている。

こうみると，化学Ｉ．Ⅱを通じて粒子性とエネルギーとが，化学の学習をつらぬく中心概念
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としてクローズアップされ

化学Ｉの学習では粒子（構成的）性とエネルギー的概念で化学反応を探究する

化学Ⅱの学習では粒子（構造的）性とエネルギー概念で構造や反応を探究する

とみることもでき，教材精選の視点が粒子性とエネルギーという科学構造の線上にたつ，教材

構造化の試みも可能となると考えられる。

これについて，石川県化学研究グループでは，すでに教材の構造化について，科学教育のね

らい，化学学習の視点，学習を包括する中心概念をどうとらえるか……の教育学的検討を重

ね，この要説（下記）を，北信越理化福井大会（昭和44年），日本理化学協会大阪大会（昭和

55年）と継続して発表（石川県立二水高等学校永田恭一教諭）してきた。

１科学教育のねらい情報（実験観察）を根底とした論理的考察力，創造性の育成。

２化学学習の視点物質を構造＝－性質＝＝反応の面から探究実習する。

３探究学習の中心概念粒子性とエネルギーを中心概念とし１のねらいから２を進める。

従って，科学教育のねらい，学習素材の視点，探究の中心概念のつながりは，次のように表

わされる。

情報（実験，観察，データなど）を根底とし
↓

化学的視点（構造－－'性質＝＝反応）から
↓

問題を探究（中心概念は，粒子性とエネルギー）し
↓

その'探究の過程に，科学的方法（観察や，実験を行い，情報を集め，仮説をたて，検証

を行う……など）をおりこみ
↓

これを通じて，科学教育のねらい(科学の方法を習得させ，論理的思考力，創造性の育成）

をはかる。

この石川県案を，改正指導要領と対比してみると，要点的にほぼ一致しているといえよう。

なお，理科全般にわたる改正として，一次試案から律速段階が削除され，また第３款の２の

(1)に，「必要に応じて科学の発展の歴史にも触れるようにする」という事項が新たに加えられ

たが，これらも，上記の福井，大阪両大会での石川県の要望事項であったことを付記しておき

たい。

なお，石川県化学研究グループでは46年度の北信越金沢大会での研究事項として，化学Ｉの

具体的内容を県下のブロック別に検討する組織化が進められている。

これに対し，理論的教育実践を行いうる本校では，上記研究クループのかたがたと密接な連

絡を保ち，この46年度から，化学授業に新化学Ｉをとりいれ，実践学習に踏みきる態勢をとと

のえている現状にある。

〔１〕化学Ｉにおける内容的問題点

まず，改正指導要領の化学Ｉ．Ⅱを原文のまま，対比し，これを参考として問題点のいくつ

かを提起してみることにする。
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